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◇
新
潟
県
の
交
流
人
口
の
拡
大

　（訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
）

　
外
国
人
宿
泊
者
の
２
０
１
８
年
ベ

ス
ト
３
は
、
第
１
位
台
湾
、
第
２
位

中
国
、第
３
位
香
港
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
東
南
ア
ジ
ア
の
訪
日
市
場
の

開
拓
な
ど
を
進
め
た
い
。

◇
新
潟
の
魅
力
発
信

　
新
潟
の
魅
力
を
考
え
る
懇
談
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
県
民
の
８
割
が

新
潟
県
に
愛
着
を
持
ち
、
６
割
が
魅

力
的
な
場
だ
と
感
じ
、
５
割
は
発
信

し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
積
極
的
に

発
信
し
て
い
る
方
は
１
割
未
満
と

な
っ
て
い
る
。
是
非
と
も
新
潟
県
や

地
域
の
魅
力
を
外
に
向
か
っ
て
発
信

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
花
角
知
事
か
ら
は
新
潟
県
の
観
光

振
興
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性
や
現

状
に
お
け
る
取
組
み
、
今
後
の
展
開

方
針
な
ど
映
像
と
共
に
分
か
り
易
く

示
唆
に
富
む
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　
花
角
知
事
か
ら
は
「
旅
行
の
動
機

と
し
て
集
落
の
力
に
な
り
た
い
と
言

う
視
点
も
あ
る
の
で
す
ね
」
と
の
コ

メ
ン
ト
。

　
春
日
所
長
か
ら
は
「
小
さ
な
観
光

は
『
共
感
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
の

ま
と
め
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
③

　今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
を
展
開
し

　て
い
っ
た
ら
よ
い
か
？

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
今
後
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
連
携
と
導
線
づ
く

り
」、「
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
個
性
が

な
い
と
ダ
メ
。
ま
た
民
間
が
力
を
発

揮
出
来
る
よ
う
に
行
政
は
そ
の
環
境

整
備
を
す
る
こ
と
」、「
地
域
が
稼
ぐ

観
光
を
や
り
た
い
。
地
域
で
結
び
つ

き
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
や
っ
て

い
け
る
と
良
い
」、「
食
こ
そ
小
さ
な

観
光
だ
。
単
独
よ
り
も
連
携
を
」「
小

さ
な
観
光
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
東
京

と
仲
良
く
す
べ
き
」
な
ど
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　
花
角
知
事
か
ら
は
「
地
域
全
体
の

受
入
れ
は
、
複
数
の
魅
力
の
積
み
重

ね
の
上
に
あ
り
、
複
数
の
連
携
が
必

要
」な
ど
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
会
場
か
ら
の
質
疑

　「
こ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
取
組
の
情

報
を
市
内
外
に
発
信
し
て
い
な
い
の

で
は
」、「
地
方
で
の
お
金
を
得
る
方

法
は
」、「
じ
ょ
ん
の
び
構
想
に
つ
い

　
矢
島
氏
か
ら
は
神
主
や
稲
作
農

家
、
秋
に
は
酒
蔵
に
務
め
る
こ
と
。

奥
さ
ん
が
カ
フ
ェ
を
経
営
し
て
市
内

外
か
ら
フ
ァ
ン
が
来
訪
し
て
い
る
こ

と
な
ど
。

　
橋
本
氏
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ン
後
に

定
住
し
て
、
ふ
る
さ
と
村
組
合
事
務

局
長
や
茅
葺
き
職
人
、
ラ
イ
タ
ー
、

地
域
も
の
づ
く
り
の
継
承
活
動
な
ど
。

　
細
山
氏
か
ら
は
ぎ
お
ん
祭
り
や
海

の
大
花
火
大
会
と
共
に
番
神
自
然
水

族
館
や
米
山
こ
ど
も
海
水
浴
場
、
か

ら
む
し
街
道
等
の
小
さ
な
観
光
の
取

組
み
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
が
映
像
と
共

に
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
①

　こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て
行
く

　に
は
？
（
内
側
の
視
点
）

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
柏
崎
へ
の

愛
情
、
地
域
の
人
達
を
幸
せ
に
し
た

い
。
本
人
も
周
り
も
楽
し
く
！
が
大

切
」、「
集
落
の
景
色
を
見
る
と
気
分

が
良
く
、
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
大
切
」、「
人
の
循
環
と
し
た
た

か
さ
。
自
分
た
ち
が
生
き
残
る
た
め

に
稼
ぐ
仕
組
み
が
大
切
」、「
こ
れ
ま

で
の
観
光
情
報
は
来
訪
者
ニ
ー
ズ
と

ギ
ャ
ッ
プ
あ
り
、
見
直
し
が
必
要
」、

「
楽
し
ま
せ
た
い
お
客
さ
ん
を
明
確

に
し
、
地
域
の
価
値
を
外
の
人
に
ど

う
繋
げ
る
か
が
大
切
」
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
花
角
知
事
か

ら
は
、「
自
分
達
の
魅
力
を
誇
り
に

思
い
、
外
に
出
す
こ
と
が
『
小
さ
な

観
光
』
の
原
点
。
そ
し
て
、
市
場
価

値
の
あ
る
も
の
に
し
、
人
を
呼
び
込

む
視
点
が
大
切
」
な
ど
の
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
②

　外
の
人
が
求
め
て
い
る
こ
と

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
地
域
の
人

た
ち
と
繋
が
り
、
暮
ら
し
に
混
ぜ
て

も
ら
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
」、「
集

落
の
力
に
な
り
た
い
と
言
う
人
の

『
関
わ
り
し
ろ
』
や
『
仕
組
み
』
が

必
要
」、「
癒
や
し
、
普
段
の
生
活
に

な
い
も
の
や
出
来
な
い
こ
と
」、「
海

水
浴
の
ニ
ー
ズ
が
変
わ
っ
た
。
海
の

新
し
い
価
値
を
創
ら
な
い
と
『
海
の

ま
ち
柏
崎
』
は
売
れ
な
い
」、「
景
色

や
暮
ら
し
な
ど
、
こ
こ
に
し
か
な
い

も
の
」
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

通
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
い

◇
パ
ネ
リ
ス
ト
等

　
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
杤
堀
耕
一
氏

（
小
竹
屋
旅
館
代
表
）、
西
村
遼
平
氏

（
ラ 

ル
ー
チ
ェ 

エ 

ロ
ン
ブ
ラ
代
表

取
締
役
）、
矢
島
衛
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ピ
ン 

ア 

テ
ー
ル
理
事
）、
橋

本
和
明
氏
（
荻
ノ
島
ふ
る
さ
と
村
組

合
事
務
局
長
）、
細
山
和
美
氏
（
柏

崎
市
商
業
観
光
課
長
代
理
）の
５
名
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は
花
角
知
事
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
柏
崎
研
究
所

の
春
日
俊
雄
所
長
（
経
済
学
部
専
任

講
師
）
が
務
め
ま
し
た
。

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ね
ら
い

　
春
日
所
長
よ
り
持
続
的
に
『
地
域

を
外
に
開
く
』
小
さ
な
観
光
の
意
義

や
そ
の
重
要
性
を
深
く
学
び
合
う
こ

と
な
ど
説
明
。

◇
現
在
の
活
動
状
況

　
杤
堀
氏
か
ら
は
「
海
の
価
値
の
最

大
化
」、「
ビ
ー
チ
の
新
た
な
価
値
の

創
造
」を
目
指
し
た
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・

ツ―

リ
ン
グ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
な
ど
。

　
西
村
氏
か
ら
は
「
食
」
を
真
ん
中

に
、
生
産
者
と
消
費
者
、
自
然
と
人

を
繋
い
で
カ
フ
ェ
や
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
、
商
品
開
発
、
地
域
の
魅
力
発
信

な
ど
。

◇
新
潟
県
の
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　「
食
事
が
美
味
し
い
都
道
府
県
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
２
０
１
８
年
に
は
４

位
に
躍
進
し
て
い
る
。
来
春
に
は
ミ

ュ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
新
潟
２
０
２
０

特
別
版
の
発
行
が
決
定
し
て
い
る
。

「
新
潟
＝
食
」
を
売
り
出
し
た
い
。

　
当
日
は
、
年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ

た
土
曜
日
に
も
拘
わ
ら
ず
、
約
４
０

０
名
の
参
加
者
で
、
講
堂
は
ほ
ぼ
満

席
と
な
り
ま
し
た
。

◇
観
光
の
重
要
性

　
日
本
は
２
０
５
２
年
に
は
１
億
人

程
度
と
な
る
見
通
し
で
、
２
０
６
５

年
に
は
総
人
口
の
約
38
％
が
65
歳
以

上
に
な
る
と
の
予
測
か
ら
、
地
域
経

済
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
観
光
交

流
人
口
の
増
加
が
必
要
。

◇
新
潟
県
の
観
光
動
向

　
年
間
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
約
１
千

万
人
、
全
国
の
15
位
前
後
に
推
移
し

て
い
る
。
現
在
の
年
間
観
光
入
込
数

７
５
０
０
万
人
か
ら
２
０
２
４
年

（
令
和
６
年
）
に
は
８
２
０
０
万
人

を
目
指
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
新
潟
産
業
大
学
附
属
柏
崎
研
究
所

は
、
令
和
元
年
12
月
21
日
に
新
潟
県

知
事
花
角
英
世
氏
を
お
迎
え
し
て
、

第
３
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本

学
の
講
堂
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
先
ず
、
花
角
知
事
よ
り
「
人
口
減

少
時
代
に
お
け
る
観
光
の
可
能
性
を

探
る
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
「
小
さ
な
観
光
で

地
域
を
外
に
開
く
」
を
テ
ー
マ
に
若

手
５
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
観
光
の
可
能
性
を
探
る
」

第
３
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
附
属
柏
崎
研
究
所
主
催
）

―
 

花
角
新
潟
県
知
事
を
迎
え
て
、基
調
講
演・パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催 ―

て
」
等
々
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◇
総
括

　
春
日
所
長
が
「
①
小
さ
な
観
光
は

地
域
で
取
組
み
が
可
能
。②
外
の
価

値
観
が
多
様
化
し
、「
海
の
柏
崎
」

と
言
う
大
括
り
で
は
共
感
に
繋
が
り

難
い
。
ゾ
ー
ン
設
定
が
必
要
。③
来

訪
者
も
受
入
れ
側
も「
共
に
楽
し
く
・

幸
せ
に
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。④
小
さ

な
観
光
と
大
型
観
光
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、地
域
の
魅
力
や
滞
在
力
、

地
域
の
稼
ぐ
力
が
高
ま
る
」
な
ど
総

括
し
ま
し
た
。

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　
参
加
者
の
約
半
数
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
、
基
調
講
演
及
び
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
、
良
か
っ

た
、
ま
あ
ま
あ
良
か
っ
た
を
合
わ
せ

る
と
概
ね
７
割
弱
に
な
り
ま
し
た
。

花
角
知
事
に
よ
る

　
　
基
調
講
演
の
概
要

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
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。

　
橋
本
氏
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ン
後
に

定
住
し
て
、
ふ
る
さ
と
村
組
合
事
務

局
長
や
茅
葺
き
職
人
、
ラ
イ
タ
ー
、

地
域
も
の
づ
く
り
の
継
承
活
動
な
ど
。

　
細
山
氏
か
ら
は
ぎ
お
ん
祭
り
や
海

の
大
花
火
大
会
と
共
に
番
神
自
然
水

族
館
や
米
山
こ
ど
も
海
水
浴
場
、
か

ら
む
し
街
道
等
の
小
さ
な
観
光
の
取

組
み
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
が
映
像
と
共

に
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
①

　こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て
行
く

　に
は
？
（
内
側
の
視
点
）

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
柏
崎
へ
の

愛
情
、
地
域
の
人
達
を
幸
せ
に
し
た

い
。
本
人
も
周
り
も
楽
し
く
！
が
大

切
」、「
集
落
の
景
色
を
見
る
と
気
分

が
良
く
、
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
大
切
」、「
人
の
循
環
と
し
た
た

か
さ
。
自
分
た
ち
が
生
き
残
る
た
め

に
稼
ぐ
仕
組
み
が
大
切
」、「
こ
れ
ま

で
の
観
光
情
報
は
来
訪
者
ニ
ー
ズ
と

ギ
ャ
ッ
プ
あ
り
、
見
直
し
が
必
要
」、

「
楽
し
ま
せ
た
い
お
客
さ
ん
を
明
確

に
し
、
地
域
の
価
値
を
外
の
人
に
ど

う
繋
げ
る
か
が
大
切
」
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
花
角
知
事
か

ら
は
、「
自
分
達
の
魅
力
を
誇
り
に

思
い
、
外
に
出
す
こ
と
が
『
小
さ
な

観
光
』
の
原
点
。
そ
し
て
、
市
場
価

値
の
あ
る
も
の
に
し
、
人
を
呼
び
込

む
視
点
が
大
切
」
な
ど
の
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
②

　外
の
人
が
求
め
て
い
る
こ
と

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
地
域
の
人

た
ち
と
繋
が
り
、
暮
ら
し
に
混
ぜ
て

も
ら
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
」、「
集

落
の
力
に
な
り
た
い
と
言
う
人
の

『
関
わ
り
し
ろ
』
や
『
仕
組
み
』
が

必
要
」、「
癒
や
し
、
普
段
の
生
活
に

な
い
も
の
や
出
来
な
い
こ
と
」、「
海

水
浴
の
ニ
ー
ズ
が
変
わ
っ
た
。
海
の

新
し
い
価
値
を
創
ら
な
い
と
『
海
の

ま
ち
柏
崎
』
は
売
れ
な
い
」、「
景
色

や
暮
ら
し
な
ど
、
こ
こ
に
し
か
な
い

も
の
」
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

通
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
い

◇
パ
ネ
リ
ス
ト
等

　
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
杤
堀
耕
一
氏

（
小
竹
屋
旅
館
代
表
）、
西
村
遼
平
氏

（
ラ 

ル
ー
チ
ェ 

エ 

ロ
ン
ブ
ラ
代
表

取
締
役
）、
矢
島
衛
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ピ
ン 

ア 

テ
ー
ル
理
事
）、
橋

本
和
明
氏
（
荻
ノ
島
ふ
る
さ
と
村
組

合
事
務
局
長
）、
細
山
和
美
氏
（
柏

崎
市
商
業
観
光
課
長
代
理
）の
５
名
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は
花
角
知
事
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
柏
崎
研
究
所

の
春
日
俊
雄
所
長
（
経
済
学
部
専
任

講
師
）
が
務
め
ま
し
た
。

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ね
ら
い

　
春
日
所
長
よ
り
持
続
的
に
『
地
域

を
外
に
開
く
』
小
さ
な
観
光
の
意
義

や
そ
の
重
要
性
を
深
く
学
び
合
う
こ

と
な
ど
説
明
。

◇
現
在
の
活
動
状
況

　
杤
堀
氏
か
ら
は
「
海
の
価
値
の
最

大
化
」、「
ビ
ー
チ
の
新
た
な
価
値
の

創
造
」を
目
指
し
た
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・

ツ―

リ
ン
グ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
な
ど
。

　
西
村
氏
か
ら
は
「
食
」
を
真
ん
中

に
、
生
産
者
と
消
費
者
、
自
然
と
人

を
繋
い
で
カ
フ
ェ
や
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
、
商
品
開
発
、
地
域
の
魅
力
発
信

な
ど
。

◇
新
潟
県
の
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　「
食
事
が
美
味
し
い
都
道
府
県
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
２
０
１
８
年
に
は
４

位
に
躍
進
し
て
い
る
。
来
春
に
は
ミ

ュ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
新
潟
２
０
２
０

特
別
版
の
発
行
が
決
定
し
て
い
る
。

「
新
潟
＝
食
」
を
売
り
出
し
た
い
。

　
当
日
は
、
年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ

た
土
曜
日
に
も
拘
わ
ら
ず
、
約
４
０

０
名
の
参
加
者
で
、
講
堂
は
ほ
ぼ
満

席
と
な
り
ま
し
た
。

◇
観
光
の
重
要
性

　
日
本
は
２
０
５
２
年
に
は
１
億
人

程
度
と
な
る
見
通
し
で
、
２
０
６
５

年
に
は
総
人
口
の
約
38
％
が
65
歳
以

上
に
な
る
と
の
予
測
か
ら
、
地
域
経

済
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
観
光
交

流
人
口
の
増
加
が
必
要
。

◇
新
潟
県
の
観
光
動
向

　
年
間
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
約
１
千

万
人
、
全
国
の
15
位
前
後
に
推
移
し

て
い
る
。
現
在
の
年
間
観
光
入
込
数

７
５
０
０
万
人
か
ら
２
０
２
４
年

（
令
和
６
年
）
に
は
８
２
０
０
万
人

を
目
指
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
新
潟
産
業
大
学
附
属
柏
崎
研
究
所

は
、
令
和
元
年
12
月
21
日
に
新
潟
県

知
事
花
角
英
世
氏
を
お
迎
え
し
て
、

第
３
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本

学
の
講
堂
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
先
ず
、
花
角
知
事
よ
り
「
人
口
減

少
時
代
に
お
け
る
観
光
の
可
能
性
を

探
る
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
「
小
さ
な
観
光
で

地
域
を
外
に
開
く
」
を
テ
ー
マ
に
若

手
５
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
観
光
の
可
能
性
を
探
る
」

第
３
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
附
属
柏
崎
研
究
所
主
催
）

―
 

花
角
新
潟
県
知
事
を
迎
え
て
、基
調
講
演・パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催 ―

て
」
等
々
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◇
総
括

　
春
日
所
長
が
「
①
小
さ
な
観
光
は

地
域
で
取
組
み
が
可
能
。②
外
の
価

値
観
が
多
様
化
し
、「
海
の
柏
崎
」

と
言
う
大
括
り
で
は
共
感
に
繋
が
り

難
い
。
ゾ
ー
ン
設
定
が
必
要
。③
来

訪
者
も
受
入
れ
側
も「
共
に
楽
し
く
・

幸
せ
に
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。④
小
さ

な
観
光
と
大
型
観
光
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、地
域
の
魅
力
や
滞
在
力
、

地
域
の
稼
ぐ
力
が
高
ま
る
」
な
ど
総

括
し
ま
し
た
。

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　
参
加
者
の
約
半
数
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
、
基
調
講
演
及
び
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
、
良
か
っ

た
、
ま
あ
ま
あ
良
か
っ
た
を
合
わ
せ

る
と
概
ね
７
割
弱
に
な
り
ま
し
た
。

花
角
知
事
に
よ
る

　
　
基
調
講
演
の
概
要

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
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第
31
回 

紅
葉
祭
を
開
催

　

10
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

の
２
日
間
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

第
31
回
目
と
な
る
学
園
祭
「 

紅
葉

祭
」を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー

マ
は
「
令
和
の
始
ま
り
～
産
大
維
新

～
」
で
す
。
新
元
号
が
始
ま
り
、
江

戸
時
代
か
ら
明
治
へ
の
変
革
で
あ
る

明
治
維
新
と
掛
け
て
産
大
維
新
と
い

う
テ
ー
マ
に
決
定
し
ま
し
た
。
紅
葉

祭
開
催
日
の
事
前
の
天
気
予
報
は
良

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
日
は

大
き
く
崩
れ
る
こ
と
も
無
く
、
例
年

並
み
の
来
場
者
数
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
複
数
の
ラ
イ
ブ
等
を
開
催
、
講

堂
で
は
芸
術
文
化
部
の
舞
踊
、
食
堂

で
は
地
域
連
携
活
動
の
写
真
パ
ネ
ル

を
展
示
、
各
教
室
で
は
ゼ
ミ
や
課
外

活
動
団
体
の
発
表
や
展
示
、
そ
の
他

学
外
団
体
等
の
各
コ
ー
ナ
ー
、
学
生

達
の
模
擬
店
、
ど
の
企
画
も
多
く
の

お
客
様
か
ら
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　　
さ
て
、
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
の
主
張
in
産
大
（
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
）
で
は
、留
学
生
（
中
国・

モ
ン
ゴ
ル
）、交
換
留
学
生
（
中
国
）、

高
校
生
（
中
国
）、
一
般
参
加
者
を

合
わ
せ
て
６
名
が
参
加
し
、
次
々
に

素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
ま

し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、「
心
が
温

か
く
な
る
ス
ピ
ー
チ
だ
っ
た
。
日
本

語
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
る
と
感
じ

た
。
産
大
の
聴
講
生
だ
が
一
度
ス

ピ
ー
チ
に
出
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

ス
ピ
ー
チ
の
参
加
者
も
き
っ
と
良
い

経
験
が
で
き
成
長
で
き
た
と
思
う
。」

な
ど
た
く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
後
日
、
学
友
会
・
学
生
行
事
実
行

委
員
に
、
滞
り
な
く
紅
葉
祭
を
終
え

て
の
感
想
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。「
前

日
の
会
場
設
営
・
終
了
当
日
の
後
片

付
け
の
時
に
現
場
へ
の
作
業
指
示
の

出
し
方
が
非
常
に
大
変
で
し
た
。」、

「
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
対
応

で
事
前
準
備
と
当
日
の
警
備
が
想
像

以
上
に
大
変
で
し
た
。」、「
一
つ
の

連
絡
ミ
ス
が
大
き
な
ミ
ス
に
繋
が
る

の
で
、
失
念
し
て
い
る
事
が
無
い
か

ど
う
か
、
ま
た
ト
ラ
ブ
ル
が
突
然
起

き
な
い
か
ど
う
か
と
て
も
心
配
で
し

た
。」等
、沢
山
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

学
生
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

や
、
出
演
者
や
出
店
者
と
の
折
衝
な

ど
の
貴
重
な
体
験
を
し
た
事
は
、
在

学
中
の
み
な
ら
ず
本
学
を
卒
業
し
社

会
人
と
な
っ
た
時
に
必
ず
役
に
立
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
次
年
度
の
紅
葉
祭
に
向
け
て
、
同

級
生
は
も
ち
ろ
ん
上
級
生
と
下
級
生

な
ど
、
普
段
か
ら
全
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
更
に
高
め
合
い
、
今

回
の
反
省
点
を
克
服
で
き
る
よ
う
に

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
日
目
の
父
母
の
会
文
化

講
演
会
は
、
現
在
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
お
茶
の
間
で
も
人
気
が
高
い
、

気
象
予
報
士
天
達
武
史
氏
を
招
い
て

「
天
気
の
達
人
天
達
と
考
え
る
地
球

の
今
と
未
来
」
と
題
し
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
特
に

近
年
の
異
常
気
象
の
特
徴
や
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

対
策
、
未
来
の
天
気
予
想
等
を
聴
衆

に
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
講
演
会
終
了
後
の
聴
衆
か
ら
の

多
く
の
質
問
に
も
親
切
丁
寧
に
受
け

答
え
さ
れ
て
い
る
温
和
な
姿
が
と
て

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

本学軽音楽部のライブ

私の主張参加者一同と関係者

天達気象予報士によるご講演

CAMPUS TOPICS

賑わいをみせる模擬店
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クラブ・サークル活動

令和元年度 強化指定部大会成績一覧表
　　　　　　  (ブロック大会以上抜粋） 日本学生支援機構 スポーツ奨励賞全国大会（オープン戦含む） 柏崎市スポーツ協会 優秀体育人表彰者

クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学科・学年） 成　績　

水
泳
部
・
男
子
（
水
球
部
門
）

F I N A 水 球 ワ ー ル
ド リ ー グ 2 0 1 9 ・
スーパーファイナル

稲場悠介（経１） 日本代表
大会得点王

F I N A 水 球 世 界
ジ ュ ニ ア 選 手 権
2019

稲場悠介（経１） 日本代表

F I N A 水 球 ワ ー ル
ド リ ー グ 2 0 1 9 ・
スーパーファイナル

蔭田渉吾（経３） 日本代表

第30回ユニバシ
アード競技大会

新田一景（経３） 日本代表

京都選手権水泳競
技大会水球競技

山本博斗、池本崚一、大原拓人、渡邊祐大（以上経４）、高橋
堅登、宮田春良、山本龍、蔦祥帆、徐 康源、金 成恩（以上
文４）、阿保悠斗、蔭田渉吾、柏原竜太、門田拓洋、高田勇希、
西垣虎太郎、新田一景、阿保悠斗、
ブランドリー イグナティウス レガワ（以上経３）、妾善齋、
尹基澤（以上文３）、朝廣開輝、中村利一郎、湯ノ口翔太郎、
瀧村憲哉、大森史哠、中島アディ（以上経２）、加藤時也、
内山雅治（以上文２）、奥一生、櫻井倖、野田一成、山口巧喜

（以上経１）

３位

関西選手権水球競
技大会

４位

2019年度中部学
生選手権水泳競技
大会水球競技

優勝

第95回日本学生選
手権水泳競技大会
水球競技

１回戦

第95回日本選手権
水泳競技大会予選

４位

水
泳
部
・
女
子

（
水
球
部
門
）

関東学生水球リーグ戦

菊地若菜、梅村香穂、金子久瑠実（文４）、井上すず、
新藤 汐砂、前野理緒、宮川華音（経２）、金桶友香、小浦英莉子、
渡邊あかね（経１）

５位

第95回日本学生選
手権水泳競技大会
水球競技

１回戦

第95回日本選手権
水泳競技大会水球
競技

４位

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部

第45回全日本ラ
イフセービング選
手権大会　近畿ブ
ロック予選会

サ ーフ スキ ー
レース 片山雄起（経４） 全日本出場

ボ ー ド レ ース　
オーシャンマン 加藤豪（経２） 全日本出場

ボ ー ド レ ス
キュー 片山雄起（経４）、加藤豪（経２） 全日本出場

レスキューチュー
ブ レ ス キ ュ ー 
オーシャンマン
リレー

伊藤祐太、関悠矢（経４）、杉本空良（文２）、
青木風馬（文１）

全日本出場

第19回オーシャン
サーフチャレンジ 
in 白浜2019

サ ーフ スキ ー
レース 片山雄起（経４）、杉本空良（文２） １位、５位

ボ ー ド レ ース　
オーシャンマン 片山雄起（経４） １位

レスキューチュー
ブレスキュー

片山雄起（経４）、杉本空良（文２）、
青木風馬（文１）

４位

ボードリレー 片山雄起（経４）、伊藤祐太（経４） １位

第32回全日本ラ
イフセービング・
プール競技選手権
大会

200m ス ー
パ ー ラ イ フ
セーバー

加藤豪（経２） ４位

第34回全日本学生
ライフセービング
選手権大会

オーシャンマン　
サーフスキー 片山雄起（経４） 決勝進出

第11回全日本学生
ライフセービング・
プール競技選手権
大会

スーパ ーライ
フセーバー　 加藤豪（経３） 優勝

マネキンリレー
片山雄起（経４）、関悠矢（経４）、山本龍（文４）、 
加藤豪（経３）

4 位

サ
ッ
カ
ー
部

第47回北信越大学
サッカーリーグ

２部得点ラン
キング 伊東郁哉（経３） １位

第47回北信越大学
サッカーリーグ

２部アシスト
ランキング 中田和希（経３） １位

第47回北信越大学
サッカーリーグ

鷲頭一敬、罍 晃太、岡元伶王、中村海里、杉村勇樹（経４）、
伊東郁哉、山根誠人、鈴木夢弦、八幡悠大、中田和希、
小池泰政（経３）、天野楓太、山家唯人、森田敦也（経２）、
長田知樹（文２）、赤木凌雅、岡田佑太、北崎巧、小山光、
高橋一斗、増田大悟、古匠正樹、小池錬、小林勇斗、石黒辰之助、
近佑樹、田崎理一、多島綾杜、古山悠斗、松本友哉、水澤風雅、
山田良太、太田圭哉（経１）、佐藤裕人（文１）

2 部２位
１部昇格

2019年度北信越
学生サッカー選手
権大会）

２回戦

インデペンデンス
リーグ（信越地区）

５位

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第53回笹本杯争
奪北信越大学バス
ケットボール春季
リーグ戦 泉光揮、風巻 魁、北澤航平、高坂 遼（経２）、小川有希、

小池幸夜（経１）

３部１勝２敗

第53回北信越大学
バスケットボール
選手権大会兼イン
カレ予選

ベスト１６

クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学科・学年） 成　績　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第53回笹本杯争
奪北信越大学バス
ケットボール春季
リーグ戦大会

丸山未来、杉谷陽菜、田川さくら、外川惟奈（経４）、
趙 凝（経２）、五十嵐 李菜、佐藤 琴音、藤井 伽菜（文２）

３部２位

全日本学生北信越
バスケットボール
選手権予選会

１回戦

第73回近県バス
ケットボール選手
権大会

１回戦

卓
球
部

令 和 元 年 度 春 季
北 信 越 学 生 卓 球
選手権大会

男子団体
小松拓也（経４）、任 晟敃（文４）、吉井大樹、
田代寿幸、中島知輝（経３）、金丸仁、
内藤友成（経２）

３位

男子ダブルス 小松拓也（経４）・山﨑俊介（経２） ４位

男子ダブルス 中村翔太（経３）・内藤友成（経２） ５位

男子シングルス 任 晟敃（文４） 優勝

女子団体 福島朋美（経４）、笠原如乃（文４）、山口優、
吉川由（文３）、山田美菜（文２） ３位

女子ダブルス 笠原如乃（文４）・福島朋美（経４）　 ５位

女子ダブルス 山口優・吉川由（文３） ５位

令和元年度夏季北
信越学生卓球選手
権大会 兼 第86回
全日本大学総合卓
球選手権大会北信
越地区予選　　

男子団体
小松拓也、深沢大晴（経４）、任 晟敃（文４）、
吉井大樹、田代寿幸、中島知輝、（経３）、
山﨑俊介（経２）

優勝

男子ダブルス 小松拓也（経４）・山﨑俊介（経２） 優勝

男子ダブルス 吉井大樹・中島知樹（経３） 準優勝

男子シングルス 小松拓也（経４） ４位

男子シングルス 吉井大樹（経３） ７位

女子団体 福島朋美（経４）、笠原如乃（文４）、山口優、
吉川由（文３）、山田美菜、本間美蘭（文２） ３位

女子シングルス 福島朋美（経４） ４位

第67回秋季北信越
学生卓球選手権大
会

男子団体
小松拓也、小谷龍成（経４）、吉井大樹、
田代寿幸（経３）、山﨑俊介、金丸仁、内藤友成、
山﨑琉優（経２）

３位

男子ダブルス 吉井大樹・中島知樹（経３） ベスト４

男子ダブルス 深沢大晴・小谷龍成（経４）、中村翔太（経３）・
内藤友成（経２） ベスト８

男子シングルス 小松拓也（経４）、吉井大樹（経３） ベスト４

男子シングルス 中島知樹（経３） ベスト８

女子団体 福島朋美（経４）、笠原如乃（文４）、
吉川由（文３）、山田美菜、本間美蘭（文２） ３位

第50回北信越学生
卓球新人選手権大会 男子団体 内藤友成、金丸仁、山﨑俊介、竹前亮（経２）、

山﨑琉優（文２）、関口柊人（経１） ３位

第74回国民体育大会 新潟県
成年男子団体 宮澤僚太（院２） ５位

第89回全日本大学
総合卓球選手権大会 女子団体 福島朋美（経４）、笠原如乃（文４）、山口優、

吉川由（文３）、山田美菜、本間美蘭（文２） 予選リーグ

第86回全日本大
学総合選手権大会
（個人の部）

男子ダブルス 吉井大樹・中島知樹（経３） ２回戦

男子ダブルス 小松拓也（経４）・山﨑俊介（経２） １回戦

男子シングルス 小松拓也（経４） ２回戦

男子シングルス 深沢大晴（経４）、吉井大樹（経３） １回戦

空
手
道
部

第45回北信越学生
空手道選手権大会

女子個人組手 笠原萌永（経３） 優勝

男子個人形 太田龍之介（経２） ３位

第55回東日本大学
空手道選手権大会 女子団体組手 永井砂南・笠原萌永（経３） ２回戦

第64回北信越大学
空手道選手権大会 女子団体組手 永井砂南・笠原萌永（経３） 優勝

第63回全日本学生
空手道選手権大会 女子個人組手 永井砂南・笠原萌永（経３） ２回戦

第63回全日本大学
空手道選手権大会 女子団体組手 永井砂南・笠原萌永（経３） １回戦



授 業 紹 介

NIIGATA SANGYO UNIVERSITY 5

産
大
の  

　
　  

を
ズ
ー
ム
！

　
本
学
は
「
経
済
学
部
」、
そ
し
て
そ
の
学
部
の

中
に
は
、「
経
済
経
営
学
科
」と「
文
化
経
済
学
科
」

の
２
つ
の
学
科
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
持
っ
た
「
学
び
」
が
あ
り

ま
す
が
、今
回
は
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
「
経
済
」

「
経
営
」
の
授
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
「
国
際
経
営
論
」（
企
業
経
営
分
野
）
の
専
門

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ゼ
ミ
は

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今

年
で
７
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。
地
元
柏
崎
市
や

中
越
、
新
潟
県
を
は
じ
め
世
界
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
し
て
い
る
日
本
企
業
の
国
際
経
営
活
動
に
焦

点
を
当
て
て
、
そ
の
実
態
や
全
体
像
を
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
、
広
く
日
本
企
業
の
国
際
経
営
の
強
さ

の
秘
密
や
弱
点
、
課
題
や
問
題
点
と
そ
の
解
決
方

法
に
つ
い
て
ゼ
ミ
生
と
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
自
動
車
で
は
世
界
№
１
の
ト
ヨ
タ
自
動

車
や
、
世
界
で
売
れ
行
き
好
調
の
ユ
ニ
ク
ロ
、
日

本
企
業
で
は
最
多
の
海
外
子
会
社
を
持
つ
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
な
ど
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り

上
げ
、
ま
た
、
ゼ
ミ
教
員
の
海
外
実
務
の
経
験
や

公
益
財
団
で
の
海
外
日
系
企
業
調
査
活
動
で
得
た

知
見
を
踏
ま
え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。

　
ゼ
ミ
生
は
初
年
度
に
は
ゼ
ミ
論
を
、
ま
た
次
年

度
に
は
卒
業
論
文
を
、
ゼ
ミ
生
が
そ
れ
ぞ
れ
関
心

の
あ
る
企
業
を
選
ん
で
テ
ー
マ
設
定
を
し
ま
す
。

ゼ
ミ
論
、
卒
論
の
作
成
過
程
で
中
間
発
表
を
ゼ
ミ

の
中
で
行
い
、
よ
り
良
い
内
容
に
し
て
最
終
稿
を

ゼ
ミ
論
集
へ
掲
載
し
ま
す
。
今
年
の
ゼ
ミ
生
が
卒

論
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
企
業
に
は
、
例
え
ば
「
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
」、「
Ｇ
Ｕ
（
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ

リ
ン
グ
）」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　
星
野
ゼ
ミ
で
は
、
時
に
は
教
室
を
飛
び
出
し
、

紅
葉
祭
（
学
園
祭
）
で
は
模
擬
店
（
今
年
は
「
た

こ
や
き
」、
モ
ン
ゴ
ル
料
理
「
ボ
ー
ズ
」））
参
加

を
し
た
り
、
ゼ
ミ
生
と
夢
の
森
公
園
に
散
策
に

行
っ
た
り
、
ま
た
ゼ
ミ
会
（
飲
み
会
）
も
開
く
な

ど
、濃
密
な
２
年
間
を
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
熟
れ
た
リ
ン
ゴ
が「
万
有
引
力
の
法
則
」に
従
っ

て
落
下
す
る
よ
う
に
、私
た
ち
の
社
会
生
活
は「
需

要
供
給
の
法
則
」
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段

の
生
活
の
中
で
経
済
法
則
を
意
識
し
て
暮
ら
し
て

い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
な
に
げ
な
く

リ
ン
ゴ
を
手
に
す
る
と
き
も
、
確
実
に
経
済
法
則

は
働
い
て
い
る
の
で
す
。

　

な
ぜ
今
年
の
リ
ン
ゴ
は
例
年
に
比
べ
高
い
の

か
、
株
価
や
為
替
の
値
動
き
は
ど
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
決
定
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
子
供
の

時
は
輝
い
て
見
え
た
ビ
ー
玉
に
、
当
時
の
よ
う
な

輝
き
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の

か
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
を
需
要
供
給

の
法
則
は
示
し
て
く
れ
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、

貧
富
の
格
差
の
問
題
や
地
球
規
模
で
起
こ
る
環
境

問
題
な
ど
が
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
我
々
人

類
の
将
来
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
歴
史
上
、
人
類
は
様
々
な
困
難
を
知
識
の
蓄
積

を
通
し
て
克
服
し
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
物
理
法

則
の
発
見
と
そ
の
蓄
積
に
よ
り
、
現
在
で
は
宇
宙

に
ま
で
到
達
で
き
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
同

様
に
、様
々
な
経
済
法
則
の
解
明
に
よ
っ
て
、我
々

は
よ
り
豊
か
で
、
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
よ
り
よ
い
社
会
へ
の
道
筋

を
示
す
こ
と
、
こ
れ
が
経
済
学
の
役
割
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

３
年
生
か
ら
は
、
専
攻
分
野
の
科
目
履
修
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
は
専
門
研
究
が
ス
タ
ー
ト

　

１・
２
年
生
で
経
済
の
基
礎
を
学
ん
だ
後
は
、

各
自
が
さ
ら
に
知
識
を
深
め
た
い
専
門
分
野
に
進

み
ま
す
。

教
務
委
員
長
コ
ラ
ム

　

授
業
を
し
て
い
て
、
と
き
に
横
道
に
逸
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
と
き
、
う
ろ
覚
え
の

こ
と
が
で
て
く
る
と
最
近
は
「
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
か
ら
」
と
授
業
中
に
自

分
の
ス
マ
ホ
で
検
索
す
る
。
笑
う
学
生
も
い
れ

ば
、
一
緒
に
調
べ
る
学
生
も
い
る
。

　

文
化
経
済
学
の
授
業
で
は
、
芸
術
の
話
を
す

る
機
会
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
音
楽
や
絵
画
な
ど
、

動
画
や
画
像
の
検
索
を
つ
か
っ
て
学
生
に
聴
か

せ
た
り
、
各
自
の
ス
マ
ホ
で
見
る
よ
う
に
促
し

た
り
し
て
い
る
。
今
で
は
あ
た
り
前
だ
が
、
文

字
情
報
の
み
な
ら
ず
音
声
や
画
像
に
も
即
座
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
は
、
便
利
き
わ
ま
り
な
い
。

　

し
か
し
、
と
、
こ
こ
で
立
ち
止
ま
り
思
い
起

こ
す
の
が
『
論
語
』
の
言
葉
で
あ
る
。「
学
び
て

思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
罔
（
く
ら
）
し
、
思
い
て
学

ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
（
あ
や
う
）
し
。」
断
片
的
な

知
識
や
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
い
く
ら
覚
え
込

ん
で
も
真
実
は
見
え
て
こ
な
い
。
他
方
、
自
分

な
り
に
考
え
て
も
知
識
が
足
り
な
け
れ
ば
独
断

に
お
ち
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、「
学
び
」

と
「
思
い
（
思
索
）」
の
バ
ラ
ン
ス
を
説
い
た
至

言
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
学
生
諸
君
に
は
、
知
識
の
暗
記
や

主
体
性
の
な
い
学
び
を
す
る
よ
り
、
独
断
で
も

い
い
か
ら
自
分
な
り
に
考
え
て
欲
し
い
。
若
い

ん
だ
か
ら
知
識
な
ど
た
か
が
知
れ
て
い
る
。
で

も
、
自
分
で
考
え
る
力
は
若
い
う
ち
か
ら
鍛
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
独
断
は
先
輩
た
ち
が
正

し
て
く
れ
る
。
若
者
よ
、
独
断
を
恐
れ
ず
自
ら

思
索
せ
よ
！

便
利
な
時
代
に
思
う
こ
と

経
済
学
の
役
割
に
つ
い
て

～
教
務
の
は
な
し
～

星
野
三
喜
夫
学
長
よ
り

経
済
学
部
教
授
　
阿 

部 

雅 
明

教
務
委
員
長　

梅 

澤 　

精

星野ゼミナール

 

授
業

今
回
は
星
野
学
長
の
担
当
科
目

　
　
　

 「
星
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
紹
介
し
ま
す
。



図 書 館 だ よ り

Part Ⅰ

阿部教授の
　 オススメ本

学
生
に
と
っ
て
の
読
書
（
前
）

一
般
の
方
の
ご
利
用

　
　
　
　
　
大
歓
迎
で
す

【
貸
出
冊
数
】
３
冊

【
貸
出
期
間
】
２
週
間

書
庫
の
狭
隘
解
消
の
取
組
み
に
つ
い
て

リポジトリの移行について

本学の学術機関リポジトリが新潟県共同リポ
ジトリから、JAIRO Cloud へ移行されました。

詳細は上のQRコード
またはこちらから↓

新潟産業大学附属図書館 検 索

今後は、新潟産業大学リポジトリ で検索、
ご利用くださいますようお願いいたします。

※JAIRO Cloudとは､国立情報学研究所が運営する
　クラウド型の機関リポジトリ環境提供サービスです。

※

貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　本
人
確
認
書
類(

免
許
証
・

　健
康
保
険
証
等
）
を

　ご
用
意
く
だ
さ
い
。

片 

岡 

直 

樹

『エミール』上・中・下
岩波書店 岩波文庫
ルソー /著　今野一雄 /訳

　この本ではエミールとい
う架空の少年の生い立ちか

ら成人するまでの物語を通じて、人間にとっての
真の成長とは何か、そして、人生の意味につい
て、ルソーの考えが述べられています。読んだら、
皆さんの勉強についてのイメージが変わるかも。
（阿部雅明）

　
学
生
に
読
書
を
す
す
め
る
理
由

に
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
将
来
の
生

き
残
り
の
た
め
。

　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
は
膨
大
な

情
報
や
知
識
を
記
憶
で
き
る
。
オ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
野
村
総
研

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
十
数
年
後
に

は
今
あ
る
人
間
の
職
業
の
約
七
割

は
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と

い
う
。

　
だ
が
、Ａ
Ｉ
に
は
弱
点
も
あ
る
。

国
立
情
報
学
研
究
所
の
新
井
紀
子

氏
に
よ
れ
ば
、Ａ
Ｉ
す
な
わ
ち
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
は
言
葉
を
数
式
や
記
号

で
記
憶
す
る
の
で
、
言
葉
や
文
章

の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
Ａ
Ｉ
に

は
読
解
力
が
な
い
。

  

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
を
生
き
る
人
に
は
「
正
確
に

文
章
を
読
み
解
く
力
」
と
「
正
し

く
文
章
を
書
く
力
」
と
が
な
に
よ

り
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
し
た
能
力
を
身
に
つ
け
て
い

な
い
人
が
就
く
職
は
、
十
数
年
後

に
は
も
う
な
い
の
だ
。

  

そ
し
て
、
読
み
書
き
能
力
の
基
本

は
本
を
読
む
こ
と
で
あ
り
、
読
書

な
し
に
読
み
書
き
能
力
の
向
上
は

あ
り
え
な
い
。

  

　
　
　（
経
済
学
部
教
授･

図
書
館
長
）

　
　
　
　※

後
編
は
次
号
に
掲
載

　
本
学
で
は
、
専
門
学
校
・
短
大
時
代
か
ら
の
図
書

も
含
め
、
令
和
元
年
12
月
現
在
で
約
15
万
６
千
冊
の

図
書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
図
書
に
囲
ま
れ
、
充
実
し
た

資
料
環
境
で
あ
る
反
面
、
複
本
や
陳
腐
化
し
た
図
書

も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
一
方
で
、
最
新
の
資
料
も
続
々
と
増
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
収
納
に
関
す
る
問
題
は
深
刻
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き

除
却
（
図
書
館
の
蔵
書
を
廃
棄
す
る
事
）
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
を
有
効
に
使
い
、
末
永
く
図
書
館
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
古
本
募
金
に
回
収
し
て
も
ら
う
、
学
内
等
で

譲
渡
す
る
な
ど
、な
る
べ
く
適
切
な
処
理
を
心
掛
け
、

書
庫
の
狭
隘
緩
和
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
15
歳
以
上
の
、
柏
崎
・
刈
羽
地
域
在

住
・
在
勤
の
方
（
中
学
生
は
除
く
）
が

利
用
で
き
ま
す
。

　
ご
来
館
の
際
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
利

用
票
に
ご
記
入
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の

ご
着
用
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

古
本
募
金
き
し
ゃ
ぽ
ん
の
取
組
み
状
況

詳
し
く
は
こ
ち
ら

　
本
学
で
は
、
昨
年
度
よ
り
古
本
募
金
「
き
し
ゃ
ぽ

ん
」
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
今
ま
で
に
、
学
内
・
学

外
を
含
め
、８
件
の
古
本
募
金
の
お
申
し
出
が
あ
り
、

総
額
５
万
２
千
６
６
４
円
も
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
リ
ユ
ー
ス
と
募
金
が
一
度
に
行

え
る
、
新
潟
産
業
大
学
古
本
募
金

に
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

梅比良教授の
　 オススメ本
『異邦人』
新潮社 新潮文庫
カミュ/著　窪田啓介 /訳

新潟産業大学附属図書館　Tel 0257-24-8435　E-Mail：library@ada.nsu.ac.jp

　原題の「Étranger」には
「外国人」という意味以外に
「部外者、よそ者、疎外された者」という意味が
あります。80年前に現代社会の不条理を予告し
た作品です。（梅比良眞史）

・ 

・ 

・ 

・
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経
済
経
営
学
科
４
年　
中　
村　
美　
架

　
　
　
　
　
　
　
（
秀
和
建
設
㈱　
内
定
）

　

私
が
就
職
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
の

は
、
３
年
時
の
12
月
の
合
同
企
業
説
明
会
か

ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
学
内
で
行
わ
れ

る
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
集
中
対
策
講
座
、
ウ
ェ

ブ
テ
ス
ト
対
策
な
ど
、
全
て
の
就
職
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ビ
主
催
の
合
同
企
業

説
明
会
に
毎
回
参
加
し
た
り
、
地
元
就
職
を

希
望
し
て
い
た
の
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

人
登
録
を
し
た
り
し
て
情
報
収
集
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
サ
ー
ク
ル
活

動
の
経
験
か
ら
営
業
職
に
就
き
た
い
と
思

い
、
企
業
を
絞
り
ま
し
た
。

　

内
定
を
頂
い
た
秀
和
建
設
㈱
は
、
小
千
谷

市
に
本
社
を
置
く
建
設
会
社
で
す
。
会
社
説

明
会
で
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
で
若
手
社
員
が
中

心
と
な
っ
て
活
躍
で
き
る
こ
と
と
、
女
性
社

員
が
活
躍
で
き
る
場
が
多
い
こ
と
に
魅
力
を

感
じ
、
志
望
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
役
に
立
っ
た
こ
と
は
、
プ
レ

ゼ
ン
能
力
で
す
。
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
プ

レ
ゼ
ン
発
表
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

大
学
概
要
説
明
で
の
経
験
を
積
み
、
人
前
で

話
す
こ
と
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
学
生
生
活
で
は
勉
強
以
外
に
も
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

家
族
は
私
が
就
職
活
動
を
始
め
て
か
ら
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
り
、
相
談
に

の
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
は

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
乗
り
越
え
ら
れ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
文
化
経
済
学
科
４
年　
五
十
嵐　
滉　
貴

　
　
　
　
　
　
　
（
外
山
産
業
㈱　
内
定
）

　

私
が
就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
12
月
の
合

同
企
業
説
明
会
に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。
最

初
は
ど
ん
な
職
に
就
こ
う
か
全
く
考
え
て
お

ら
ず
、
説
明
会
で
は
情
報
収
集
に
専
念
し
て

い
ま
し
た
。
多
く
の
企
業
を
聞
い
て
回
る
中

で
、
学
生
生
活
で
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
生
か
せ
る
営
業
職
に
就
き
た

い
と
考
え
、
エ
ン
ト
リ
ー
や
個
別
説
明
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

内
定
を
頂
い
た
外
山
産
業
㈱
は
三
条
市
に

本
社
を
置
く
総
合
商
社
で
す
。
環
境
を
考
慮

し
た
商
品
と
日
常
生
活
に
必
要
な
商
品
を

扱
っ
て
お
り
、
お
客
様
の
日
常
を
よ
り
豊
か

に
し
た
い
と
考
え
志
望
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
役
に
立
っ
た
こ
と
は
、
サ
ー

ク
ル
活
動
で
す
。
学
友
会
に
所
属
し
学
友
会

長
を
務
め
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
学
園
祭
の
運

営
を
行
い
ま
し
た
。
外
部
の
方
と
会
議
や
連

絡
を
取
る
機
会
が
多
く
あ
り
、
そ
の
経
験
か

ら
人
前
で
話
す
力
が
身
に
付
き
ま
し
た
。
採

用
試
験
の
面
接
で
は
こ
の
力
が
と
て
も
役
に

立
ち
、
聞
か
れ
た
質
問
に
対
し
て
ス
ラ
ス
ラ

と
堂
々
と
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

志
望
企
業
か
ら
内
定
を
頂
い
た
の
は
、
周

り
の
友
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
自
己
分
析
を
す
る
時
に
、
自
分

で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
長
所
や
短
所
、
ど
う

い
う
性
格
な
の
か
な
ど
お
互
い
に
見
つ
け
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
人
で
考
え
込
ま

ず
、
周
囲
の
友
達
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
も

就
職
活
動
を
乗
り
越
え
る
手
段
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　
文
化
経
済
学
科
４
年　
高　
橋　
那　
奈

　
　
　
　
　
　
（
㈱
ア
ク
テ
ィ
オ　
内
定
）

　

私
は
、
３
年
生
の
夏
休
み
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、
本
格
的
に
就
職
活
動

を
始
め
た
の
は
２
月
頃
か
ら
で
し
た
。
し
か

し
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
全
く
見
つ
か

ら
ず
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
合
同
企
業

説
明
会
に
参
加
し
、
色
々
な
企
業
の
話
を
聞

い
て
も
な
か
な
か
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
う
企

業
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

就
職
活
動
を
し
て
い
く
中
で
悩
ん
で
い
た

あ
る
日
、就
職
課
の
方
か
ら
の
電
話
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は
、
学
内
で
行
わ
れ
る
企
業
説
明

会
の
案
内
で
し
た
。
は
じ
め
は
、
建
設
機
械

の
レ
ン
タ
ル
の
会
社
で
事
務
の
仕
事
と
聞

き
、
説
明
会
に
参
加
し
な
い
方
向
で
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
話
だ
け
で
も
聞
い
て

み
よ
う
と
思
い
参
加
す
る
こ
と
に
決
め
、
短

い
時
間
で
の
説
明
会
で
し
た
が
、
話
を
聞
い

て
い
る
う
ち
に
私
の
中
で
あ
る
変
化
が
起
こ

り
ま
し
た
。
や
っ
と
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
え

る
企
業
に
出
会
え
た
の
で
す
。

　

家
族
に
は
、
面
接
に
行
く
３
日
前
く
ら
い

に
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
あ
ま
り

就
職
活
動
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
私
が
話
す
ま
で
待
っ
て
く
れ

て
い
た
の
で
、
焦
ら
ず
に
就
職
活
動
が
で
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
興
味
が
な
い
企
業
の
説
明
会
で

も
、
参
加
す
る
こ
と
で
自
分
に
合
う
企
業
と

出
会
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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２
０
２
０
年
卒
の
全
国
の
大
卒
求
人
倍

率
は
１
．
８
３
倍
で
、
本
学
に
お
い
て
も

学
生
１
人
に
対
し
て
78
社
か
ら
の
求
人
票

が
届
い
て
お
り
、
学
生
が
有
利
な
「
売
り

手
市
場
」
は
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
企
業

側
は
、
労
働
人
口
減
少
へ
の
対
策
と
し
て

２
０
１
９
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
『
働

き
方
改
革
関
連
法
』
を
反
映
し
て
、
新
入

社
員
や
若
手
社
員
の
企
業
内
職
業
訓
練

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
や
、
新
入
社
員
や
若
手
社
員

な
ど
の
悩
み
に
対
し
年
齢
や
社
歴
の
近
い

先
輩
社
員
が
助
言
す
る
（
メ
ン
タ
ー
）
制

度
等
を
採
用
す
る
な
ど
、
長
期
に
亘
り
会

社
へ
貢
献
し
て
く
れ
る
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
就
活
生
に
と
っ
て

は
、
多
く
の
企
業
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
や
丁
寧
な
事
業
説
明
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
就
労
体
験
）
な
ど
か
ら
、
自
分

に
合
っ
た
業
種
や
会
社
の
絞
り
込
み
が
容

易
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
方

で
、
就
活
準
備
の
プ
ロ
セ
ス
は
以
前
と
変

わ
ら
ず
、
学
生
自
身
が
自
己
Ｐ
Ｒ
や
志
望

動
機
な
ど
を
精
査
し
て
適
職
に
就
け
る
よ

う
早
期
か
ら
の
取
組
み
が
大
変
重
要
に
な

り
ま
す
。
本
学
で
は
、
そ
う
し
た
学
生
の

就
職
に
対
す
る
取
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

多
彩
な
就
職
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
き
め
細

か
い
就
職
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学

生
個
々
の
就
職
に
対
す
る
努
力
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
ご
家
族
や
地
域
の
事
業
所
の

皆
さ
ま
、
関
係
教
職
員
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経　済　学　部
男 子 女 子 計

今
　
　
年
　
　
度

就職内定率（％） 93.0% 100.0% 94.7%

就職内定者数 40 14 54

上場企業内定率（％） 11.1% 7.1% 10.0%

上場企業内定者数 4 1 5

内定者数（自営公務除く） 36 14 50

就職希望率（％） 95.6% 87.5% 93.4%

就職希望者数 43 14 57

卒業予定者 45 16 61

前
　
　
年
　
　
度

就職内定率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

就職内定者数 60 20 80

上場企業内定率（％） 5.2% 0% 3.8%

上場企業内定者数 2 0 2

内定者数（自営公務除く） 58 20 78

就職希望率（％） 96.8% 90.9% 95.2%

就職希望者数 60 20 80

卒業予定者 62 22 84
注：外国人留学生・社会人を除く
　　就職内定率(％)＝就職内定者数÷就職希望者数
　　就職希望率(％)＝就職希望者数÷卒業予定者数
　　上場企業内定率(％)＝上場企業内定者数÷{全内定者数－公務員合格者数＋個人経営家業内定者数)}

本学の就職内定状況 （令和２年１月末現在） 主な就職内定先 （令和２年１月末時点）

令和元年度の就職内定状況

業  種 内　定　先　企　業　名  
建 設 業 秀和建設㈱

製 造 業

㈱トクサイ、エスティケイテクノロジー㈱、三浦電機
㈱、㈱トライテック、清鋼材㈱、共和産業㈱、㈱本
宏製作所、藤村クレスト㈱、大野精工㈱、中星工業
㈱、富山スガキ㈱、㈱ホンダ、山崎工業㈱、㈱ニチ
ワ工業、東洋レックス㈱

電 気・ ガ ス
熱供給・水道業 東電フュエル㈱（経男）

情 報 通 信 業 ㈲バミューダ（経女）
運輸業・郵便業 日本交通㈱、中越運送㈱、横浜冷凍㈱

卸 売 業
ホシザキ北信越 ㈱、NTN イーストテクノス㈱、
外山産業㈱、渡辺パイプ㈱、㈱マルタケ、㈱イタヤ、
シンコール㈱、柏陽鋼機㈱、㈱たかだ

小 売 業
㈱ホンダ四輪販売長岡、㈱ウオロク、アクシアル　
リテイリング㈱、ウエルシア薬局㈱、㈱北越ケーズ、
サイトウスポーツ㈱

金融業・保険業 柏崎信用金庫
不動産・物品賃貸業 ㈱アクティオ、㈱セントラルリース
専門・技術サービス業 ㈱江口経営センター
医 療・ 福 祉 ㈱ケアリッツ＆パートナーズ
宿泊・飲食サービス業 ㈱東急リゾートサービス、船兵衛
他 に 分 類 さ れ
ないサービス業

東京レコードマネジメント、㈱プレステージ・インター
ナショナル、刈共㈱、柏崎商工会議所、㈱エイジェック

地 方 公 務 滋賀県警察、岩手県警察
国 家 公 務 自衛官候補生（陸上）

令和元年度の

就職状況について

～個人個人に合ったきめ細かな就職支援で後押し～
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地域とのつながり
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日
経
新
聞
「
大
学
の
地
域
貢
献
度
調

査
」
で
本
学
は
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

ま
し
た

　
日
本
経
済
新
聞
社
が
全
国
７
５
５
の
国
公
私

立
大
学
を
対
象
に
、
大
学
が
地
域
社
会
に
ど
の

よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
を
探
る
「
地
域

貢
献
度
」
の
調
査
を
実
施
し
（
回
答
し
た
大
学

は
５
４
８
大
学
）、そ
の
結
果
が
「
日
経
グ
ロ
ー

カ
ル
３
７
４
号
（
10
月
21
日
発
行
）」
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
は
新
潟
県
内
の
私
立
大
学
の
中
で
は
１

位
、 

国
公
立
大
学
を
含
め
る
と
３
位
、
全
国
総

合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
１
４
９
位
と
い
う
結
果
で

し
た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
地
域
貢
献
の
推
進
に
向
け

た
大
学
の
組
織
・
制
度
面
の
取
り
組
み
を
評
価

す
る
「
大
学
の
組
織
・
制
度
」、
学
生
の
地
元

就
職
や
住
民
向
け
の
講
座
開
催
な
ど
の
実
績
を

み
る
「
学
生
・
住
民
」、
自
治
体
や
企
業
、
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
中
心
と
す
る
「
企
業
・
行

政
」、
留
学
生
数
や
地
域
の
国
際
化
へ
の
支
援

な
ど
を
見
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
分
野
」、
教
職
員

の
報
酬
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
焦
点
を

当
て
た
「
働
く
場
と
し
て
の
大
学
」
の
５
分
野

の
得
点
を
合
計
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
地
域
実
践
教
育
の
新
潟
産
業

大
学
」
と
し
て
、
地
域
貢
献
活
動
に
注
力
し
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
学
教
員
が
地
域
の
人
口
減
少
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
柏
崎
市
か
ら
の
委
託
事
業
「
か
し
わ
ざ
き
住

み
た
い
度
調
査
」
を
小
黒
講
師
が
受
託
し
ま
し

た
。本
調
査
の
対
象
は
市
内
の
小
学
校
の
児
童
、

中
学
校
・
高
校
の
生
徒
、
大
学
の
学
生
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
の
人
口
減
少
対
策
と
活
性
化
に

向
け
、
若
者
（
子
ど
も
）
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
、
柏
崎
市
へ
の
潜
在
的
定
住
意
識
を
把

握
・
分
析
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
潟
県
柏
崎
地
域
振
興
局
か
ら
の
委

託
事
業
「
人
口
減
少
問
題
対
策
推
進
事
業
」
を

春
日
講
師
が
受
託
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
人
口

減
少
対
策
の
取
組
み
と
し
て
、
従
来
の
県
民
意

識
醸
成
活
動
と
地
域
活
性
モ
デ
ル
事
業
を
一
体

的
に
推
進
す
る
も
の
で
、
大
学
生
を
中
心
に
年

２
回
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
現
状
と
課
題

の
共
有
、
施
策
へ
の
提
言
や
意
見
聴
取
等
を
行

い
ま
し
た
。

留
学
生
の
国
際
交
流
活
動
が
地
域

と
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
ま
す

　
本
学
に
は
留
学
生
が
１
７
０
人
程
在
籍
し
、

毎
年
地
域
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
か
し
わ
ざ
き
市
民
大
学
前
期
講

座
の「
外
国
料
理
か
ら
学
ぶ
異
文
化
交
流
」に
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
ス
リ

ラ
ン
カ
の
出
身
学
生
が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
前
半
は
母
国
の
紹
介
を
行
い
、
後
半
は

調
理
室
で
一
緒
に
母
国
料
理
を
調
理
し
な
が
ら

参
加
し
た
市
民
の
方
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

聴
講
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す

　
本
学
で
は
、
春
学
期・秋
学
期
と
も
に
、「
聴

講
講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。「
聴
講
講
座
」

と
は
、
一
般
の
方
々
が
学
生
と
一
緒
に
大
学
の

授
業
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
制
度
で
す
。
試

験
や
成
績
評
価
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に

楽
し
く
受
講
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
年
度
も
多
く
の
社
会
人
の
方
か
ら
受
講
し

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今
年
度
の
人

気
聴
講
講
座
を
№
5
ま
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

№
1　
日
本
の
伝
統
芸
能

№
2　
経
営
情
報
論

№
3　
中
国
語
演
習
・
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
・

日
本
の
芸
術

№
4　
基
礎
韓
国
語
会
話
Ｂ
・
心
理
学
・
韓
国

語
演
習

№
5　
越
佐
文
化
論
・
基
礎
中
国
語
・
基
礎
韓

国
語
会
話
Ａ
・
生
涯
学
習
概
論
・
ビ
ジ

ネ
ス
演
習

生
涯
学
習
友
の
会

　
　
　
　
意
見
交
換
会
を
開
催

　
本
学
に
は
、「
生
涯
学
習
友
の
会
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
会
は
、
本
学
の
生
涯
学
習
事
業
を

支
援
し
、
実
り
多
い
生
涯
学
習
の
実
現
を
図
る

と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
本
学
学
園
祭
の
期
間
に
意
見
交
換
会
を

催
し
、
学
園
祭
を
楽
し
ん
で
頂
き
な
が
ら
、
会

で
は
生
涯
学
習
事
業
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
を
伺

参
加
し
た
留
学
生

か
ら
は
、「
初
め

て
の
参
加
で
緊
張

し
た
が
、
と
て
も

楽
し
く
、
日
本
の

方
と
た
く
さ
ん
お

話
が
で
き
大
変
勉

強
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
機
会
は

相
互
に
と
っ
て
刺

激
と
な
り
と
て
も
よ
い
体
験
と
な
る
（
ス
リ
ラ

ン
カ
）」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
刈
羽
村
文
化
祭
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
留

学
生
に
よ
る
馬
頭
琴
演
奏
や
民
族
歌
の
披
露
、

ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
４
か
国
の
母
国
料
理
の
販
売

を
通
じ
て
交
流
を

深
め
、
来
場
者
か

ら
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

更
に
、
地
域
の
団

体
の
行
事
や
、
高

校
や
小
学
校
の
授

業
に
参
加
し
、
地

域
住
民
と
の
交
流

を
深
め
、
地
域
の

国
際
理
解
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
、
地
域
の

皆
様
と
協
働
し
国
際
理
解
活
動
を
さ
ら
に
展
開

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ま
ち
か
ど
研
究
室
の
７
年
間
の

　
　
活
動
の
総
括
を
行
い
ま
し
た

　
７
年
間
に
渡
り
本
学
と
新
潟
工
科
大
学
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た

ま
ち
か
ど
研
究
室
で
す
が
、
市
の
補
助
金
事
業

終
了
に
伴
い
閉
室
と
な
り
、
７
月
20
日
に
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
は
ま
ち
か
ど
研
究
室
の
活
動
に
関
わ
っ

て
き
た
商
店
街
の
方
、
市
民
の
方
、
市
役
所
の

方
、
本
学
と
新
潟
工
科
大
学
の
学
生
・
教
職
員

等
が
出
席
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。
普
段
の
授
業
風
景
や
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
頂
戴
し
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
4
月
の
始
め
に
入
会
の
募
集
を
し
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
年
会
費　
２
、０
０
０
円　

　
　
※
聴
講
講
座
受
講
料
が
1
科
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
、０
０
０
円
引

　
　
　
　
　
（
通
常
１
科
目
15
週
１
０
、０
０
０
円
）

　
最
初
に
新
潟
工
科
大
学
の
大
川
学
長
が
「
２

大
学
が
協
働
し
、
ま
ち
の
活
性
化
等
の
た
め
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
小
さ
な
町
に
２
つ
の

大
学
が
あ
る
こ
と
は
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
意

義
が
あ
る
。
活
動
拠
点
は
変
わ
る
が
活
動
は
継

続
す
る
の
で
、
両
大
学
に
要
望
が
あ
れ
ば
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
。」
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

　
次
に
本
学
の
阿
部
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
が

「
こ
れ
ま
で
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
す
る
。
本
学
は
地
域
連
携
活

動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
私
も
ま
ち
研
の
活
動

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
触
れ
合
い
な
が
ら
活
動
し
た
こ
と
は
学
生

達
の
財
産
に
な
っ
た
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
地
域
活
性
化
に
努
め

た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
柏
崎
市
企
画
政
策
課
の
井
比
課
長

が
「
平
成
24
年
か
ら
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
商
店
街
だ
け
で
な
く
柏
崎
全
体
の
活

性
化
に
繋
が
っ
た
。
研
究
委
託
事
業
に
お
い
て

も
調
査
・
分
析
・
提
案
に
ご
協
力
い
た
だ
き
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
す
ま
す
柏
崎
が

元
気
に
な
る
よ
う
力
を
貸
し
て
頂
く
と
と
も

に
、
両
大
学
の
活
動
を
応
援
し
た
い
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
柏
崎
ニ
コ
ニ
コ
商
店
街
の
小
川
理
事

長
が
「
７
年
間
の
両
大
学
の
活
動
に
御
礼
申
し

上
げ
る
。
商
店
街
衰
退
化
の
中
、
学
生
さ
ん
た

ち
の
活
動
に
注
目
し
て
き
た
。
年
間
を
通
じ
て

若
い
力
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
一
生
懸
命
や
っ

て
い
た
だ
い
た
。
活
動
拠
点
が
離
れ
て
も
商
店

街
と
し
て
の
協
力
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。」

と
結
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
両
大
学
学
生
が
ま
ち
か
ど
研
究
室

の
①
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＠
商
店
街
②
柏
崎
Ｐ
Ｒ

動
画
制
作
③
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ

の
参
加
④
ま
ち
研
カ
フ
ェ
＆
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

⑤
留
学
生
に
よ
る
異
文
化
交
流
⑥
柏
崎
市
都
市

模
型
製
作
・
展
示
会
⑦
建
築
模
型
製
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
⑧
中
国
語
・
書
道
・
似
顔
絵
・
美
術

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
⑨
小
・
中
学
生
学

習
支
援
⑩
物
品
販
売
等
の
活
動
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
続
い
て
、新
潟
工
科
大
学
黒
木
准
教
授
が「
学

生
に
よ
る
内
装
工
事
か
ら
始
め
、
両
大
学
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
各
大
学
ゼ
ミ・研
究
室
活
動
、

市
民
講
座
の
三
本
柱
で
活
動
を
行
っ
て
来
た
結

果
、
市
民
に
も
認
知
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
２
大
学
の
連
携
活
動
は
継
続

す
る
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
き
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
更
に
、
本
学
の
権
田
講
師
が
「
両
大
学
の
多

く
の
教
員
や
学
生
の
協
力
を
得
て
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
こ
の
施
設
を
活
用
し
て
き

た
。
県
内
大
学
の
発
表
会
に
お
い
て
も
高
い
評

価
を
得
た
。
商
店
街
の
活
性
化
に
は
力
及
ば
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
大
事
に
今
後

も
頑
張
り
た
い
。」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
大
川
学
長
か
ら
小
川
理
事
長
に
感

謝
状
を
贈
呈
後
、
ま
ち
か
ど
研
究
室
前
で
出
席

者
全
員
に
よ
る
記
念
撮
影
を
行
い
、
第
１
部
の

セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
ま
ち
か
ど
研
究
室

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
小
学
生
や
保

護
者
が
来
場
し
、
ク
イ
ズ
、
〇
〇
を
探
せ
、
記

念
撮
影
、
あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
、
寄
せ
書
き
の

各
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
交

流
し
、
最
後
に
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
学
は
柏
崎
駅
前
の
新
施
設
に
活
動

拠
点
を
移
し
、「
地
域
に
学
び
、地
域
を
お
こ
す
」

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



　新潟産業大学では、本学教員が高等学校
に出向いて講義を行う「出張講義」に積極
的に対応しております。大学の専門分野を
高校生向けに分かりやすく講義することに
より、大学の「学び」を感じ取っていただ
くことができます。
　大学進学の意識付けとして、また進路選
択の一環として、幅広くご活用ください。

内
　容

この写真は本学写真部所属のベトナム人留学生で、文化経済学科３年のグェン 
ヴァンヴィさんの作品です。
「秋の夕暮れ、柏崎の浜辺で釣りをする男性の前に周りをオレンジ、ピンク、赤
と色を変えさせながら水平線に沈む卵黄のような夕日がとても美しいと感じ写真
を撮りました。」とコメントを寄せてくれました。

表紙の写真「夕日と釣り人」

学事日程（2020年4月～9月）

春のオープンキャンパス開催決定!!

●学部・学科概要説明
●入試・奨学制度概要説明
●キャンパスツアー
●在学生との個別相談など

出張講義案内
【開催日】 2020年３月20日（金・祝）

※4月以降のオープンキャンパス情報の詳細は本学ホームページをご覧ください。
新潟産業大学 検索

出張講義・オープンキャンパスのお申し込みとお問い合わせ ☎0120-787-124（入試・広報課直通)

月 日 日月
1日(水)
2日(木)・3日(金)
3日(金)・4日(土)
6日(月)
6日(月)～10日(金)
8日(水)PM
29日(水)

2日(火)
13日(土)

4月

5月

6月

7月

8月

9月

入学式
ガイダンス・健康診断
新入生学外合宿研修
春学期授業開始
履修登録期間
履修届カード受付開始
祝日授業日

創立記念日
個別面談・父母の会総会

補講日
春学期定期試験期間
試験予備日
学生夏季休業開始
追試験
集中講義期間
秋学期卒業者発表
再試験による秋学期卒業者発表
成績表配付・授業開始
履修登録期間
9月卒業式

27日(月)・28日(火)
29日(水)～8月4日(火)
5日(水)
6日(木)
7日(金)・8日(土)
17日(月)～28日(金)
1日(火)
10日(木)
18日(金)
18日(金)～30日(水)
30日(水)

行　　　事　　　等 行　　　事　　　等

青海波（せいがいは）
無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしのへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章(３つの波)に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

●発　行　日／ 2020年 2 月
●編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川4730番地　
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

新潟産業大学基金　ご支援のお願い
　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実･発展を図るため、広くご寄付をお願いしております。いただきましたご寄付は、｢地域社会や
企業を主体的に支える人材の育成｣という本学の教育理念の達成のために活用させていただきます。
　何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。

( 担当窓口　新潟産業大学 総務課　Tel.0257-24-6655　Mail:soumu@ada.nsu.ac.jp)
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